
第 平成 年度補正予算の状況

般 会 計

本県の平成 年度当初予算は、急激な経済情勢の変化など、県政を取り巻く諸事情を総合的に勘案

しながら、 住み良さ日本 の元気県 を確実に実現していくための 住み良さ日本 の県づくり加

速化予算 として、さらには、原油価格の高騰や食の安心・安全、地域における医師不足など、当面

する緊急課題に取り組む 緊急課題対応型予算 として、施策の構築に努めるとともに、これまで築

き上げてきた行財政基盤の上に立って、行財政改革の更なる取組みを通じ、これを引き続き強固なも

のとする 改革推進予算 と位置付け、編成を行っています。

当初予算の内容については、前回の 山口県の財政 （平成 年 月）で、その概要について説明

していますので省略し、その後の予算編成について、その概要を説明します。

◎ 補正予算の概要

○ 月補正予算について

当面緊急を要する債務負担行為に限り補正を行いました。

○ 月補正予算について

国の燃油高騰水産業緊急対策に呼応した県単独の措置として、漁業者・農業者向けの燃油高騰対

策資金の無利子化や融資枠の拡大、漁業者グループによる燃油消費量の削減に向けた取組み支援の

ほか、重度心身障害者への医療費助成制度の見直しに伴う所要経費の計上など、緊急を要する経費

について、予算の補正を行いました。

この結果、補正予算の総額は、 億 万 千円となり、 月補正後の 般会計の総額は、

億 万 千円となりました。

なお、今後の財政見通しについては、世界的な金融危機を背景とする急速な景気後退により、企業

収益が予想以上に悪化していること等から、今後の経済情勢の動向等にもよりますが、県税収入にお

いて、相当程度の減収が予想されます。

このため、今後の財政運営に当たっては、行政経費の 層の節減や行政執行の効率化等に取り組む

とともに、歳入財源の確保を図り、財政収支が均衡するよう、最大限の努力を行っていきます。

（ ）は じ め に



（ ）歳 入 予 算

本年度の 月補正における歳入予算の補正状況は、第 表のとおりです。

月補正については、繰越金 億 万 千円が補正の主なものです。

以上の結果、 月補正後における歳入予算の状況は、第 表及び第 図のとおりとなっています。

これを 般財源対特定財源の比率で見ますと、 ％対 ％、また、自主財源と依存財源という

観点から見ますと、 ％対 ％となり、その割合は、いずれも当初予算時と同様となっています。

般会計歳入予算構成比の状況



科 目
当 初 月定例会

補 正 額

現 計

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比

県 税
地方消費税清算
金
地 方 譲 与 税

地方特例交付金

地 方 交 付 税
交通安全対策特
別交付金
分担金及び負担
金
使用料及び手数
料
国 庫 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

県 債

％ ％
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源
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（ ）歳 出 予 算



般会計予算目的別内訳



般会計予算性質別内訳





特 別 会 計

特別会計の 月定例会における補正の状況は、第 表のとおりです。

沿岸漁業改善資金特別会計については、燃油高騰対策として融資枠を拡大したため、所要の補正を

行ったものです。




